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今
い ま

井
い

 誠
まこと

　所長

掘削部分

副
ふく

堰
え ん

堤
て い

野積橋

第二床固

水
害
に
備
え
る

"大河津分水
 令和の大改修" を知る

特 集

　
近
年
、
集
中
豪
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
、
異
常
気
象
が
全
国
で
頻

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
燕
市

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
令

和
元
年
10
月
、
千ち

曲く
ま
川が

わ
な
ど
の
信

濃
川
上
流
域
で
降
っ
た
大
雨
に
よ

り
、
大
河
津
分
水
で
観
測
史
上
最

高
水
位
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
信
濃
川
の
水
を
海
へ
流
す
こ
と

で
、
越
後
平
野
を
洪
水
か
ら
守
る

大
河
津
分
水
で
は
、
激げ
き
甚じ

ん
化か

す
る

豪
雨
に
対
応
す
る
た
め
、「
令
和

の
大
改
修
」
と
呼
ば
れ
る
大
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。工
事
で
は
、

老
朽
化
し
て
い
る
第
二
床と
こ
固が

た
め

の
改

築
、
河
口
左
岸
の
山
地
部
の
掘
削

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
改
修
が
完
了
す
る
と
、

海
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
水
の
量

が
増
え
、
安
全
性
が
よ
り
向
上
し

ま
す
。

大
改
修
は
な
ぜ
必
要
？

　
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
洪
水
が

激
甚
化
し
て
い
ま
す
。
大
河
津
分

水
で
海
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
水

の
量
を
増
や
す
た
め
、
川
幅
を
広

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
河
津

分
水
が
通
水
し
た
１
０
０
年
前

は
、
山
地
に
な
っ
て
い
る
河
口
部

を
大
き
く
広
げ
ら
れ
ず
、
今
日
に

至
る
ま
で
水
位
が
上
が
り
や
す
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
て
い
る
床※

固
の
改
築
や

野
積
橋
の
架
け
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。

改
修
す
る
と
ど
う
な
る
？

　
工
事
が
完
了
す
る
と
、
過
去
最

高
水
位
を
記
録
し
た
令
和
元
年
の

洪
水
と
同
じ
状
況
と
な
っ
た
場
合

で
も
、
水
位
を
約
２
メ
ー
ト
ル
下

げ
、
よ
り
安
全
に
流
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
大
河
津
分
水
だ

け
で
な
く
、
長
岡
市
な
ど
上
流
の

水
位
を
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
信
濃
川
全
体
の
安
全
性
が
増

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
の
進し
ん
捗ち
ょ
く

状
況
は
？

　
河
口
部
周
辺
の
工
事
は
令
和
14

年
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
３
次

元
デ
ー
タ
の
活
用
や
Ｉア
イ

Ｃシ
ー

Ｔテ
ィ
ーな

ど

の
新
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、“
に
と

こ
み
え
～
る
館
”
で
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

【工事着手前】

【完成後】

改修が進められている大河津分水河口部（令和4年4月25日撮影）
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Interview

▲河口付近の川幅を、現在の約180mから約280mに広げることで、海に流す水量を増やすことができる。

Chapter

１

上流

上流

下流

下流

※床固…川の水流により、川底が削れて
　　　　しまうことを防ぐための施設。

にとこみえ〜る館
公式 Twitter ▶︎

特集　水害に備える
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